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一　

は
じ
め
に

　

人
麻
呂
歌
集
歌
の
書
式
が
、
そ
の
呼
称
は
別
に
し
て
二
分
類
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
次
に
簡
略
に
示
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
先
行
研
究
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
る（

1
（

。

① 

契
沖
『
万
葉
代
匠
記 

精
選
本
』（
一
六
九
〇
年
頃
『
全
集
』
第
一

巻
）
…
…
簡
古
ニ
カ
カ
レ
タ
リ

② 

賀
茂
真
淵
『
人
麻
呂
歌
集
』（
一
八
三
五
年
『
全
集
』
第
二
巻
）

…
…
…
常
体
／
詩
体

③ 

神
田
秀
夫
氏
『
柿
本
人
麻
呂
歌
集
と
柿
本
人
麻
呂
伝
』（
塙
書
房

一
九
六
五
）
…
机
上
体
・
啓
上
体
／
馬
上
体
・
枕
上
体

④ 

渡
瀬
昌
忠
氏
『
柿
本
人
麻
呂
研
究　

歌
集
編　

上
』（
お
う
ふ
う

一
九
七
三
）
…
…
…
…
…
…
…
非
略
体
／
略
体

⑤ 

伊
藤
博
氏
『
万
葉
集
の
表
現
と
方
法　

上
』（
塙
書
房
一
九
七
五
）

…
…
…
…
…
…
…
…
常
体
／
詩
体

⑥ 

稲
岡
耕
二
氏
『
万
葉
表
記
論
』（
塙
書
房
一
九
七
六
）
…
…
…
…

　

…
…
…
…
非
略
体
／
略
体

⑦ 

阿
蘇
瑞
枝
氏
『
柿
本
人
麻
呂
論
考
』（
お
う
ふ
う
一
九
八
一
）

…
…
…
…
…
…
…
非
略
体
／
略
体

⑧ 
稲
岡
耕
二
氏
『
柿
本
人
麻
呂
の
表
現
世
界
』（
岩
波
書
店
一
九
九
一
）

…
…
…
…
…
…
…
新
体
／
古
体

　

そ
の
考
え
方
は
、『
万
葉
集
』
の
中
に
『
柿
本
人
麻
呂
歌
集
』
と
い
う

多
変
量
解
析
を
用
い
た
万
葉
短
歌
の
書
式
分
類
に
つ
い
て

―
『
柿
本
人
麻
呂
歌
集
』
論
と
し
て
―

村
　
田
　
右
富
実

川
　
野
　
秀
　
一
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世
界
を
設
定
し
、
そ
の
内
部
論
理
を
議
論
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
内
部
論
理
を
、
可
能
な
限
り
客
観
的
に
記
述
す
る
た
め
、
た
と

え
ば
⑦
阿
蘇
著
は
、
一
首
あ
た
り
の
文
字
数
に
つ
い
て
「
16
字
未
満
の
部

分
を
略
体
歌
と
し
、
16
字
以
上
の
部
分
を
非
略
体
歌
と
し
て
区
別
し
て
み

る
」
と
い
う
ラ
イ
ン
を
引
い
た
。
そ
の
上
で
、
例
外
と
な
る
歌
々
を
一
首

一
首
を
考
察
し
、現
在
の
通
称
と
も
い
え
る
用
語
を
提
唱
し
た
。
そ
し
て
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
⑥
稲
岡
著
は
こ
の
阿
蘇
著
の
二
分
類
を
基
本

的
に
継
承
し
つ
つ
、
二
種
の
書
式
を
通
時
的
に
把
握
し
、
⑧
稲
岡
著
に
至

り
、
古
体
歌
／
新
体
歌
と
い
う
新
し
い
名
称
を
与
え
た
。
し
か
し
、
二
十

世
紀
の
終
わ
り
頃
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
歌
木
簡
と
呼
ば
れ
る
七
世
紀
の
木
簡

が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
る
に
お
よ
び
、
二
種
類
の
書
式
の
通
時
把
握
は
批

判
に
曝
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
批
判
は
人
麻
呂
歌
集
歌
の
書
記

者
を
人
麻
呂
と
考
え
て
よ
い
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
に
ま
で
発
展
す
る
一

方
、屋
名
池
誠
氏
「
人
麻
呂
歌
集
の
表
記
機
構
」（『
慶
應
大
学
藝
文
研
究
』

一
〇
九
巻
一
号
／
二
〇
一
五
年
十
二
月
）
が
、
人
麻
呂
歌
集
歌
の
二
つ
の

類
型
を
、
漢
字
を
用
い
た
日
本
語
書
記
と
し
て
不
足
の
な
い
こ
と
を
述
べ

る
に
至
り
、
人
麻
呂
歌
集
歌
の
研
究
は
、
一
回
り
し
た
感
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
阿
蘇
著
や
稲
岡
著
の
二
分
類
の
妥
当
性
か
ら
問

い
直
し
て
み
た
い
。
と
い
う
の
も
、
二
著
の
分
類
の
結
論
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
も
の
の（

2
（

、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
『
万
葉
集
』
の
中
の
『
人
麻
呂

歌
集
』
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
の
み
論
理
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
万

葉
集
』
の
書
式
全
体
へ
の
眼
差
し
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
そ
れ
は
当
時
の
研
究
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
一
首
あ
た
り
の
文
字
の
総
数
で
議
論
を
組
み
立
て
る
の
も
、
手

作
業
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

現
在
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
が
存
在
し
、
万
葉
集
全
体
の
文
字
数
な
ど
は

す
ぐ
に
計
算
可
能
な
状
況
に
あ
る
以
上
、人
麻
呂
歌
集
歌
だ
け
で
は
な
く
、

万
葉
歌
全
体
の
書
式
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
一
首
あ
た
り

の
総
文
字
数
か
ら
議
論
す
る
こ
と
も
控
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば（

3
（

、

① 

橡　

解
濯
衣
之　

恠　

殊
欲
服　

此
暮
可
聞
（
７
・
一
三
一
四
13
）

② 

妹
當　

茂
苅
音　

夕
霧　

来
鳴
而
過
去　

及
乏
（
９・一
七
〇
二
14
）

③ 

妻
隠　

矢
野
神
山　

露
霜
尓　

尓
寳
比
始　

散
巻
惜
（
10
・
二
一

　

七
八
16
）

④ 

山
菅　

乱
戀
耳　

令
為
乍　

不
相
妹
鴨　

年
経
乍
（
11
・
二
四
七

　

四
15
）

の
四
首
を
略
体
、
非
略
体
に
分
類
し
よ
う
と
す
る
と
、
よ
ほ
ど
読
み
慣
れ

た
研
究
者
（
観
察
者
）
で
な
け
れ
ば
無
理
な
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、

そ
の
研
究
者
に
と
っ
て
既
知
情
報
で
あ
る
た
め
、「
こ
れ
は
略
体
、
こ
れ

は
非
略
体
」
と
判
別
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
い
え
ば
、

①
は
人
麻
呂
歌
集
歌
で
は
な
い
。
し
か
し
、
文
字
数
だ
け
で
い
え
ば
、
略
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体
歌
に
極
め
て
近
い
。そ
し
て
、②
は「
い
も
が
あ
た
り
」、「
ゆ
ふ
ぎ
り
に
」、

③
は
「
や
の
の
か
む
や
ま
」、「
に
ほ
ひ
そ
め
た
り
」、「
ち
ら
ま
く
を
し
も
」、

④
は「
や
ま
す
げ
の
」が
無
表
記
で
あ
り
、④
は「
み
だ
れ
こ
ひ
の
み
」、「
せ

し
め
つ
つ
」、「
あ
は
ぬ
い
も
か
も
」、「
と
し
は
へ
に
つ
つ
」
が
表
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ど
う
把
握
す
る
の
か
。
阿
蘇
・
稲
岡
著
の
分
類
に
よ

れ
ば
、
②
③
は
非
略
体
歌
、
④
は
略
体
歌
で
あ
る
。
一
首
一
首
個
別
に
見

て
行
く
と
、
こ
う
し
た
不
整
合
と
も
い
え
る
よ
う
な
状
況
が
発
生
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
略
体
歌
・
非
略
体
歌
の
区
別
を
前
提
に
し

て
、
議
論
は
、
一
首
を
ど
う
理
解
す
る
か
。
一
文
字
を
ど
う
理
解
す
る
か

と
い
う
レ
ベ
ル
に
ま
で
突
き
進
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
次
の
二
つ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
論
を
進
め
た

い
。

① 

『
万
葉
集
』の
中
の『
柿
本
人
麻
呂
歌
集
』の
書
式
で
は
な
く
、『
万

葉
集
』
全
体
か
ら
考
え
る
。

② 

客
観
的
な
基
準
に
基
づ
い
て
、
分
類
し
た
上
で
、
そ
の
意
味
を
考

え
る
。

二　

デ
ー
タ
化

　
『
万
葉
集
』
に
載
る
、

五
七
五
七
七
の
全
て
が
記
さ
れ

て
お
り
、
か
つ
難
訓
箇
所
の
な

い
短
歌
は
四
一
九
〇
首
存
在
す

る（
4
（

。
そ
の
短
歌
の
一
首
あ
た
り

の
文
字
数
を
グ
ラ
フ
化
す
る
と

上
の
通
り
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
三
十
一

字
に
ピ
ー
ク
が
あ
る
一
群
は
い

わ
ゆ
る
一
字
一
音
表
記
タ
イ
プ

の
歌
々
で
あ
り
、
十
八
～
二
十

字
に
ピ
ー
ク
を
持
つ
群
は
訓
字

主
体
表
記
タ
イ
プ
の
歌
々
で
あ

る
。
二
六
～
七
字
の
歌
々
を
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
る
か
は
研
究
者

に
よ
っ
て
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
大
き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
類
す
る
こ
と
自
体
に
異
論
は
あ
る
ま
い
。
本
稿
で
用
い
た
多
変
量
解

析
を
用
い
て
万
葉
短
歌
を
二
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
せ
て
も
、
同
様
の
結
果

が
得
ら
れ
る
。
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ま
た
、
十
五
字
と
十
六
字
と
は
倍
以
上
歌
数
が
違
う
。
手
作
業
の
文
字

カ
ウ
ン
ト
で
こ
こ
に
ラ
イ
ン
を
設
け
た
阿
蘇
・
稲
岡
両
著
に
は
あ
ら
た
め

て
敬
意
を
表
し
た
い
。
し
か
し
、
現
在
の
水
準
か
ら
見
る
と
、
残
念
な
が

ら
大
雑
把
に
過
ぎ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
下
の
グ
ラ
フ
は
、
訓
字
主

体
表
記
タ
イ
プ
の
歌
が
中
心
の
巻
（
一
～
四
、六
～
十
三
、十
六
―
以
下
、

訓
字
主
体
表
記
歌
巻
と
記
す（

5
（

）
の
各
句
毎
の
文
字
数
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

当
然
で
は
あ
る
が
、
初
句
と
三
句
、
二
句
と
四
句
と
結
句
が
似
た
よ
う

な
結
果
に
な
る
。
裏
返
し
て
い
え
ば
、
初
・
三
句
の
グ
ル
ー
プ
と
、
二
・

四
・
結
句
の
グ
ル
ー
プ
と
で
は
、
同
じ
三
文
字
か
ら
な
る
句
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
三
文
字
の
持
つ
意
味
が
違
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
初
・
三
句
の
グ

ル
ー
プ
で
は
全
体
の
五
〇
％（

6
（

を
占
め
る
も
っ
と
も
一
般
的
な
文
字
数
で
あ

る
の
に
対
し
、
二
・
四
・
結
句
グ
ル
ー
プ
で
は
全
体
の
約
十
七
％
し
か
な

い
文
字
数
で
あ
る
）。
や
は
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
文
字
数
を
考
慮
せ
ず

に
一
首
全
体
の
文
字
数
だ
け
で
論
を
進
め
る
の
は
、
問
題
だ
ろ
う
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
、
歌
全
体
の
文
字
数
で
は
な
く
、
各
句
毎
の
文
字
数
を
も

と
に
あ
ら
た
め
て
分
類
を
試
み
る
。

　

ま
た
、
人
麻
呂
歌
集
歌
の
分
類
は
文
字
数
だ
け
で
は
な
く
、
助
詞
、
助

動
詞
の
表
記
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
助
詞
助
動
詞
の
文
字
数
も
デ
ー

タ
化
し
て
加
え
た
。
次
の
表
は
、
そ
の
デ
ー
タ
の
一
部
で
あ
る
。
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来
可
視　

人
毛
不0

有
尓　

吾
家
有　

梅
之
早
花　

落
十
方
吉
（
10
・

二
三
二
八
）

2328
3 M_1
5 M_2
3 M_3
4 M_4
4 M_5
0 J_1
1 J_2
0 J_3
1 J_4
2 J_5
1 JD_1
0 JD_2
1 JD_3
0 JD_4
0 JD_5

凡
例
）

M
=

文
字
数

J=

助
詞
の
文
字
数

JD
=

助
動
詞
の
文
字
数

数
字=

句
番
号

年
切　

及
世
定　

恃　

公
依　

事
繁
（
11
・
二
三
九
八
）

2398
2 M_1
3 M_2
1 M_3
2 M_4
2 M_5
0 J_1
1 J_2
0 J_3
0 J_4
0 J_5
0 JD_1
0 JD_2
0 JD_3
0 JD_4
0 JD_5

宇
知
比
左
須　

美
也
古
乃
比
等
尓　

都
氣
麻
久
波　

美
之
比
乃
其
等
久　

安
里
等
都
氣
己
曽
（
20
・
四
四
七
三
）

4473
5 M_1
7 M_2
5 M_3
7 M_4
7 M_5
0 J_1
2 J_2
1 J_3
1 J_4
3 J_5
0 JD_1
0 JD_2
0 JD_3
4 JD_4
0 JD_5

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
音
仮
名
の
助
詞
を
中
心
に
考
え
て
い

た
が
、「
矣
」（
を
）、「
香
」（
か
）
と
い
っ
た
文
字
を
仮
名
と
考
え
る
こ

と
の
妥
当
性
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、逆
に「
者
」（
は
）、「
之
」（
が
・
の
）

と
い
っ
た
文
字
を
単
な
る
訓
字
と
考
え
て
よ
い
か
も
疑
問
で
あ
る
。
こ
う

し
た
点
か
ら
、
音
仮
名
、
訓
字
の
区
別
は
一
度
棚
上
げ
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
助
詞
や
助
動
詞
が
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
文
字

と
し
て
何
文
字
存
在
し
て
い
る
か
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ

し
、
打
ち
消
し
の
助
動
詞
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
な
い
と
意
味
が
反
転
し

て
し
ま
う
た
め
、
除
外
し
て
い
る（

7
（

。

　

次
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
実
際
に
解
析
に
使
用
し
た
デ
ー
タ
の
冒
頭
部
で
あ

る
。
以
下
、
こ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
三
分
類
し
た
時
、
何
が
見
え
て
く

る
か
に
つ
い
て
、
述
べ
て
ゆ
く
。

三　

解
析
方
法

　

本
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
一
種
で
あ
る
、
混
合
正
規

分
布
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
用
い
て
い
る（

8
（

。
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
は
結
果
を
デ
ン
ド
ロ
グ
ラ
ム
（
樹
形
図
）
で
示
し
、
房

の
状
況
を
目
視
し
て
議
論
す
る
が
、
混
合
正
規
分
布
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー

分
析
は
、
あ
ら
か
じ
め
分
類
の
グ
ル
ー
プ
数
を
指
定
す
る
手
法
で
あ
る
。

こ
の
デ
ー
タ
を
二
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
と
、
一
字
一
音
表
記
タ
イ
プ
と

訓
字
主
体
表
記
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
点
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
。
ま
た
、
四
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
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さ
て
、
三
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
特
定
の
グ
ル
ー
プ

に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
三
三
・
三
％
（
以
下
、
こ
の
各
グ
ル
ー
プ
に
分

類
さ
れ
る
可
能
性
を
帰
属
率
と
記
す
）
よ
り
も
高
け
れ
ば
、
そ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
四
分
類
だ

と
二
五
％
よ
り
高
け
れ
ば
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
）。
た
と
え
ば
、デ
ー

タ
㋐
の
各
グ
ル
ー
プ
へ
の
帰
属
率
が
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
＝
三
四
％
、
グ
ル
ー

プ
Ｂ
＝
三
三
％
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
＝
三
三
％
な
ら
ば
、
デ
ー
タ
㋐
は
グ
ル
ー

プ
Ａ
に
分
類
さ
れ
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
㋑
の
そ
れ
が
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
＝

六
〇
％
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
＝
四
〇
％
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
＝
〇
％
な
ら
ば
グ
ル
ー

プ
Ａ
に
分
類
さ
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
Ｂ
へ
の
帰
属
率
だ
け
を
見
れ
ば
、
デ
ー

タ
㋑
の
方
が
高
く
な
る
。
ま
た
、
当
然
で
は
あ
る
が
、
デ
ー
タ
㋑
の
方
が
、

帰
属
性
の
精
度
は
高
い
。
こ
の
よ
う
に
実
際
の
分
析
結
果
の
判
断
に
は
、

個
別
デ
ー
タ
の
帰
属
率
が
重
要
で
あ
り
、
本
稿
で
は
、
単
な
る
分
類
結
果

だ
け
で
論
を
進
め
ず
、
帰
属
率
が
九
〇
％
以
上
（
他
の
グ
ル
ー
プ
へ
の
帰

属
率
の
合
計
が
一
〇
％
未
満
）
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
例
え
ば
三
分
類
の
分
析
結
果
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
㋐
の
よ
う

な
デ
ー
タ
ば
か
り
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
良
質
な
グ

ル
ー
プ
と
は
い
え
な
い
。
そ
も
そ
も
同
じ
よ
う
な
デ
ー
タ
ば
か
り
を
無
理

に
分
類
し
よ
う
と
す
る
と
、
品
質
の
低
い
グ
ル
ー
プ
が
で
き
て
し
ま
う
。

本
稿
で
は
こ
の
点
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
論
を
進
め
る
。

四　

解
析
結
果

　

解
析
結
果
は
次
の
通
り
。

○グループＡ
→一字一音表記タイプのグループ。

○グループＢ
→非略体歌タイプの訓字主体表記歌のグループ。

○グループＣ
→略体歌的タイプの訓字主体表記歌のグループ。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
内
の
歌
を
見
る
と
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
に
は
、
一

字
一
音
表
記
タ
イ
プ
の
歌
々
ば
か
り
が
含
ま
れ
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
に

は
訓
字
主
体
表
記
の
中
で
も
非
略
体
歌
タ
イ
プ
の
歌
々
が
集
ま
り
、
グ

ル
ー
プ
Ｃ
に
は
略
体
歌
タ
イ
プ
の
歌
々
が
存
在
し
て
い
る
。
万
葉
短
歌
は

そ
の
書
式
に
よ
っ
て
一
字
一
音
表
記
タ
イ
プ
（
グ
ル
ー
プ
Ａ
）、
非
略
体

歌
タ
イ
プ
（
グ
ル
ー
プ
Ｂ
）、
略
体
歌
タ
イ
プ
（
グ
ル
ー
プ
Ｃ
）
に
分
類

し
て
よ
い
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
か
め
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
下
、
分
析
結
果
を
個
別
に
見
て
行
く
。

歌 M1 M2 M3 M4 M5 J1 J2 J3 J4 J5 JD1 JD2 JD3 JD4 JD5
4 3 5 3 6 4 0 2 1 0 0 0 0 0 2 0
6 3 5 4 4 5 1 1 0 1 1 0 0 0 1 1
7 3 4 5 6 6 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0
8 4 5 3 6 6 1 1 1 1 2 0 1 0 1 0
10 4 6 3 5 5 2 2 0 2 1 0 0 0 0 1
11 4 5 3 4 4 1 0 1 1 2 0 0 0 0 0
12 3 6 3 6 4 0 1 0 1 1 1 1 0 0 0
14 3 4 3 5 6 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0
15 4 4 5 5 4 1 1 0 1 2 0 0 1 0 0
18 4 4 3 4 7 1 2 2 2 1 0 0 0 0 2
19 4 3 4 4 7 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0
20 3 5 3 6 5 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0
21 3 6 5 4 5 1 1 1 1 2 0 0 0 0 1
22 3 5 4 5 5 1 1 0 3 1 0 0 0 0 1
23 3 3 5 7 5 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0
24 3 4 4 6 4 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0
27 3 5 4 5 5 1 2 1 0 0 0 0 1 0 0
28 3 4 3 3 5 1 0 1 0 0 0 2 0 1 0
30 3 5 3 4 5 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1
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○グループＡ
→一字一音表記タイプのグループ。

○グループＢ
→非略体歌タイプの訓字主体表記歌のグループ。

○グループＣ
→略体歌的タイプの訓字主体表記歌のグループ。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
内
の
歌
を
見
る
と
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
に
は
、
一

字
一
音
表
記
タ
イ
プ
の
歌
々
ば
か
り
が
含
ま
れ
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
に

は
訓
字
主
体
表
記
の
中
で
も
非
略
体
歌
タ
イ
プ
の
歌
々
が
集
ま
り
、
グ

ル
ー
プ
Ｃ
に
は
略
体
歌
タ
イ
プ
の
歌
々
が
存
在
し
て
い
る
。
万
葉
短
歌
は

そ
の
書
式
に
よ
っ
て
一
字
一
音
表
記
タ
イ
プ
（
グ
ル
ー
プ
Ａ
）、
非
略
体

歌
タ
イ
プ
（
グ
ル
ー
プ
Ｂ
）、
略
体
歌
タ
イ
プ
（
グ
ル
ー
プ
Ｃ
）
に
分
類

し
て
よ
い
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
か
め
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
下
、
分
析
結
果
を
個
別
に
見
て
行
く
。

五　

グ
ル
ー
プ
Ａ
（
一
字
一
音
表
記
タ
イ
プ
）
に
つ
い
て

　

グ
ル
ー
プ
Ａ
（
一
字
一
音
表
記
タ
イ
プ
）
に
分
類
さ
れ
た
九
九
八
首
中
、

帰
属
率
が
九
〇
％
以
上
の
歌
は
九
八
七
首
（
九
八
・
〇
％
）
に
の
ぼ
る
。

グ
ル
ー
プ
Ａ
は
、
極
め
て
良
質
な
集
合
で
あ
る
。

グループＡ（一字一音表記タイプ）の帰属率
1200

1000

800

600

400

200

0
1 2 8

987

≤ 70％ ［70%, 80%］ ［80%, 90%］ ［90%, 100%］
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ま
た
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
中
、
最
も
帰
属
率
の
低
い
歌
（
六
九
％
）
は
、

保
登
等
藝
須　

奈
尓
乃
情
曽　

多
知
花
乃　

多
麻
奴
久
月
之　

来
鳴

登
餘
牟
流
（
17
・
三
九
一
二
）

で
あ
る
（
グ
ル
ー
プ
Ｂ
の
帰
属
率
は
三
一
％
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
の
帰
属
率
は

〇
％
）。
こ
の
程
度
の
偏
り
で
あ
れ
ば
、
デ
ー
タ
全
体
を
用
い
て
論
を
進

め
て
も
構
わ
な
い
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
論
の
精
度
を
保
持
す
る
た

め
に
、
今
は
帰
属
率
九
〇
％
以
上
の
歌
々
に
限
定
し
て
論
じ
る
。

　

帰
属
率
九
〇
％
以
上
の
九
八
七
首
の
う
ち
、
九
六
三
首
が
一
字
一
音
表

記
歌
巻
に
集
中
す
る
。
そ
れ
以
外
の
二
四
首
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
。

巻
一
→
1
首

嗚
呼
見
乃
浦
尓　

船
乗
為
良
武　

𡢳
嬬
等
之　

珠
裳
乃
須
十
二　

四
寳
三
都
良
武
香
（
1
・
四
〇
29
）

巻
二
→
1
首

妻
毛
有
者　

採
而
多
宜
麻
之　

作
美
乃
山　

野
上
乃
宇
波
疑　

過

去
計
良
受
也
（
2
・
二
二
一
26
）

巻
四
→
1
首

神
左
夫
跡　

不
欲
者
不
有　

八
多
也
八
多　

如
是
為
而
後
二　

佐

夫
之
家
牟
可
聞
（
4
・
七
六
二
27
）

巻
八
→
1
首

多
夫
手
二
毛　

投
越
都
倍
吉　

天
漢　

敝
太
而
礼
婆
可
母　

安

麻
多
須
辨
奈
吉
（
8
・
一
五
二
二
26
）

巻
九
→
1
首

於
久
礼
居
而　

吾
者
哉
将
戀　

稲
見
野
乃　

秋
芽
子
見
都
津　

去

奈
武
子
故
尓
（
9
・
一
七
七
二
26
）

巻
十
二
→
1
首

垂
乳
根
之　

母
我
養
蚕
乃　

眉
隠　

馬
聲
蜂
音
石
花
蜘
蟵
荒
鹿　

異
母
二
不
相
而
（
12
・
二
九
九
一
27
）

巻
十
六
→
2
首

荒
城
田
乃　

子
師
田
乃
稲
乎　

倉
尓
擧
蔵
而　

阿
奈
干
稲
干
稲
志　

吾
戀
良
久
者
（
16
・
三
八
四
八
27
）

心
乎
之　

無
何
有
乃
郷
尓　

置
而
有
者　

藐
孤
射
能
山
乎　

見
末

久
知
香
谿
務
（
16
・
三
八
五
一
26
）

巻
十
九
→
十
六
首

矢
形
尾
乃　

麻
之
路
能
鷹
乎　

屋
戸
尓
須
恵　

可
伎
奈
泥
見
都
追　

飼
久
之
余
志
毛
（
19
・
四
一
五
五
28
）

白
玉
之　

見
我
保
之
君
乎　

不
見
久
尓　

夷
尓
之
乎
礼
婆　

伊
家

流
等
毛
奈
之
（
19
・
四
一
七
〇
26
）

月
立
之　

日
欲
里
乎
伎
都
追　

敲
自
努
比　

麻
泥
騰
伎
奈
可
奴　

霍
公
鳥
可
母
（
19
・
四
一
九
六
26
）

都
礼
母
奈
久　

可
礼
尓
之
毛
能
登　

人
者
雖
云　

不
相
日
麻
祢
美　
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念
曽
吾
為
流
（
19
・
四
一
九
八
27
）

敷
治
奈
美
乃　

志
氣
里
波
須
疑
奴　

安
志
比
紀
乃　

夜
麻
保
登
等

藝
須　

奈
騰
可
伎
奈
賀
奴
（
19
・
四
二
一
〇
31
）

可
久
婆
可
里　

古
非
之
久
志
安
良
婆　

末
蘇
可
我
美　

弥
奴
比
等

吉
奈
久　

安
良
麻
之
母
能
乎
（
19
・
四
二
二
一
32
）

許
能
之
具
礼　

伊
多
久
奈
布
里
曽　

和
藝
毛
故
尓　

美
勢
牟
我
多

米
尓　

母
美
知
等
里
氐
牟
（
19
・
四
二
二
二
31
）

安
乎
尓
与
之　

奈
良
比
等
美
牟
登　

和
我
世
故
我　

之
米
家
牟
毛

美
知　

都
知
尓
於
知
米
也
毛
（
19
・
四
二
二
三
32
）

有
都
々
毛　

御
見
多
麻
波
牟
曽　

大
殿
乃　

此
母
等
保
里
能　

雪

奈
布
美
曽
祢
（
19
・
四
二
二
八
26
）

天
雲
乎　

富
呂
尓
布
美
安
太
之　

鳴
神
毛　

今
日
尓
益
而　

可
之

古
家
米
也
母
（
19
・
四
二
三
五
26
）

韓
國
尓　

由
伎
多
良
波
之
氐　

可
敝
里
許
牟　

麻
須
良
多
家
乎
尓　

美
伎
多
弖
麻
都
流
（
19
・
四
二
六
二
29
）

梳
毛
見
自　

屋
中
毛
波
可
自　

久
左
麻
久
良　

多
婢
由
久
伎
美
乎　

伊
波
布
等
毛
比
氐
（
19
・
四
二
六
三
29
）

足
日
木
乃　

夜
麻
之
多
日
影　

可
豆
良
家
流　

宇
倍
尓
也
左
良
尓　

梅
乎
之
努
波
牟
（
19
・
四
二
七
八
28
）

青
柳
乃　

保
都
枝
与
治
等
理　

可
豆
良
久
波　

君
之
屋
戸
尓
之　

千
年
保
久
等
曽
（
19
・
四
二
八
九
27
）

和
我
屋
度
能　

伊
佐
左
村
竹　

布
久
風
能　

於
等
能
可
蘇
氣
伎　

許
能
由
布
敝
可
母
（
19
・
四
二
九
一
28
）

宇
良
宇
良
尓　

照
流
春
日
尓　

比
婆
理
安
我
里　

情
悲
毛　

比
登

里
志
於
母
倍
婆
（
19
・
四
二
九
二
27
）

　

訓
字
主
体
表
記
歌
巻
と
仮
名
書
き
歌
巻
の
中
間
的
な
存
在
と
い
わ
れ
る

巻
十
九
の
十
六
首
を
除
く
と
、
わ
ず
か
八
首
が
残
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の

八
首
に
は
一
音
節
の
文
字
が
多
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
戯
書
と
相
俟
っ

て
文
字
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
歌
が
目
立
つ
。
た
と
え
ば
、
1
・
四
〇
番

歌
で
あ
れ
ば
、
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
数
字
使
用
の
た
め
に
文
字
数
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
し
、
12
・
二
九
九
一
番
歌
は
第
四
句
の
有

名
な
戯
書
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
他
に
も
、
個
別

論
的
に
グ
ル
ー
プ
Ａ
へ
の
帰
属
理
由
を
述
べ
る
こ
と
の
可
能
な
歌
は
あ
ろ

う
が
、
今
は
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
が
万
葉
短
歌
の
書
式
の
一
つ
の
方
法
で
あ
っ

た
こ
と
を
再
確
認
す
る
に
留
め
置
く
。

六　

グ
ル
ー
プ
Ｂ
（
非
略
体
歌
タ
イ
プ
）
に
つ
い
て

　

グ
ル
ー
プ
Ｂ
の
解
析
結
果
は
次
の
通
り
。
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グ
ル
ー
プ
Ｂ
は
非
略
体
歌
タ
イ
プ
の
歌
の
集
合
で
あ
る
。
二
八
一
九
首

が
グ
ル
ー
プ
Ｂ
を
構
成
し
て
お
り
、
万
葉
短
歌
の
最
も
一
般
的
な
書
式
と

い
っ
て
間
違
い
な
い
。グ
ル
ー
プ
Ａ
同
様
、帰
属
率
が
最
低
の
歌
を
見
る
と
、

天
漢　

八
十
瀬
霧
合　

男
星
之　

時
待
船　

今
滂
良
之
（
10
・

二
〇
五
三
）

が
検
出
さ
れ
て
い
る
（
帰
属
率
は
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
＝
〇
％
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ

＝
五
〇
・
三
三
％
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
＝
四
九
・
六
六
％
）。
こ
の
歌
は
、
グ
ル
ー

プ
Ｂ
（
非
略
体
歌
タ
イ
プ
の
歌
）
と
判
断
す
る
こ
と
も
、グ
ル
ー
プ
Ｃ
（
略

体
歌
タ
イ
プ
の
歌
）
と
い
う
こ
と
も
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
ち
ら
も
グ
ル
ー
プ
Ａ
同
様
、
帰
属
率
九
〇
％
以
上
の
歌
々

（
二
五
二
四
首
）
を
見
る
と
、グ
ル
ー
プ
Ｂ
全
体
の
八
九
・
五
％
に
の
ぼ
る
。

グ
ル
ー
プ
Ｂ
も
グ
ル
ー
プ
Ａ
同
様
、
高
い
同
種
性
を
保
っ
て
い
る
。

　

帰
属
率
九
〇
％
以
上
の
歌
々
に
含
ま
れ
る
仮
名
書
き
歌
巻
の
歌
は
次
の

八
首
。巻

五

　

 

奈
具
佐
牟
留　

心
波
奈
之
尓　

雲
隠　

鳴
徃
鳥
乃　

祢
能
尾
志
奈

可
由
（
5
・
八
九
八
23
）

　

 

麁
妙
能　

布
衣
遠
陁
尓　

伎
世
難
尓　

可
久
夜
歎
敢　

世
牟
周
弊

遠
奈
美
（
5
・
九
〇
一
24
）

　

 

水
沫
奈
須　

微
命
母　

栲
縄
能　

千
尋
尓
母
何
等　

慕
久
良
志
都

（
5
・
九
〇
二
21
）

巻
十
四
→
な
し

巻
十
五
→
な
し

巻
十
七

　

 

多
奈
波
多
之　

船
乗
須
良
之　

麻
蘇
鏡　

吉
欲
伎
月
夜
尓　

雲
起

グループＢ（非略体歌タイプの歌）の帰属率
3000

2500

2000

1500

1000

500

0
41 47 85

2524

［70%, 80%］［80%, 90%］［90%, 100%］［70%, 80%］［70%, 80%］

122
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和
多
流
（
17
・
三
九
〇
〇
24
）

　

 
鶉
鳴　

布
流
之
登
比
等
波　

於
毛
敝
礼
騰　

花
橘
乃　

尓
保
敷
許

乃
屋
度
（
17
・
三
九
二
〇
24
）

　

 

新　

年
乃
波
自
米
尓　

豊
乃
登
之　

思
流
須
登
奈
良
思　

雪
能
敷

礼
流
波
（
17
・
三
九
二
五
24
）

巻
十
八

　

 

櫻
花　

今
曽
盛
等　

雖
人
云　

我
佐
不
之
毛　

支
美
止
之
不
里
者

（
18
・
四
〇
七
四
21
）

巻
二
十

　

 

新　

年
乃
始
乃　

波
都
波
流
能　

家
布
敷
流
由
伎
能　

伊
夜
之
家

餘
其
騰
（
20
・
四
五
一
六
24
）

　

明
ら
か
に
二
音
節
以
上
の
訓
字
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

し
て
、
巻
五
の
三
首
は
、
い
わ
ゆ
る
巻
五
・
後
半
部
の
憶
良
歌
で
あ
り
、

巻
十
八
の
一
首
は
補
修
部
と
い
わ
れ
る
部
分
に
属
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も

一
字
一
音
表
記
タ
イ
プ
の
歌
と
は
い
え
ま
い
。
ま
た
、
17
・
三
二
九
五
番

歌
と
20
・
四
五
一
六
番
歌
は
「
あ
ら
た
し
き　

と
し
の
は
じ
め
」
を
共
有

し
て
お
り
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
「
と
し
の
は
じ
め
」
を
一
字
一
音
で
記

し
た
歌
は
な
い
。

新あ
ら
た
し
き

　

年と
し

之の

初
は
じ
め

者は　

い
や
年
に　

雪
踏
み
平
し　

常
か
く
に
も

が
（
19
・
四
二
二
九
）

降
る
雪
を　

腰
に
な
づ
み
て　

参
り
来
し　

験
も
あ
る
か　

年と
し

之の

初は
じ
め

尓に

（
19
・
四
二
三
〇
）

新あ
ら
た
し
き

　

年
と
し
の

始
は
じ
め

尓に　

思
ふ
ど
ち　

い
群
れ
て
居
れ
ば　

嬉
し
く
も

あ
る
か
（
19
・
四
二
八
四
）

新あ
ら
た
し
き

　

年
と
し
の

始
は
じ
め

邇に　

か
く
し
こ
そ　

仕
へ
ま
つ
ら
め　

万
代
ま
で

に
（『
続
日
本
紀
』
一
）

　
「
新
年
（
之
）（
始
初
）」
と
い
う
文
字
列
は
表
記
上
の
定
型
と
さ
え
い

え
そ
う
で
あ
る
。
高
い
類
型
性
に
支
え
ら
れ
た
訓
字
主
体
表
記
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
残
る
二
首
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
字
一
音
表
記
歌
巻
に
あ
っ

て
比
較
的
訓
字
が
多
い
巻
十
七
の
中
で
、
偶
然
訓
字
が
多
く
な
っ
た
可
能

性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
今
は
例
外
と
し
て
処
理
し
て
お
く
。
ち

な
み
に
帰
属
率
九
〇
％
以
上
の
巻
十
九
の
歌
は
九
五
首
に
の
ぼ
る
。
巻

十
九
が
仮
名
書
き
の
歌
と
非
略
体
歌
的
な
歌
が
入
り
交
じ
っ
て
い
る
こ
と

も
こ
の
計
算
結
果
か
ら
も
よ
く
わ
か
る
。
今
回
分
析
の
対
象
と
し
た
母
集

団
に
対
し
、
混
合
正
規
分
布
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
は
良
好
に
機
能
し

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

以
上
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
と
グ
ル
ー
プ
Ｂ
を
見
て
き
た
。
で
は
、
も
う
一
つ

の
分
類
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
Ｃ
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
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七　

グ
ル
ー
プ
Ｃ
（
略
体
歌
タ
イ
プ
）
に
つ
い
て

　

グ
ル
ー
プ
Ｃ
の
解
析
結
果
は
次
の
通
り
。

　

グ
ル
ー
プ
Ｃ
に
属
す
る
歌
は
三
七
三
首
。
う
ち
、
帰
属
率
が
最
も
低
い

歌
は
、
福
麻
呂
歌
集
歌
の
、

立
易　

月
重
而　

雖
不
遇　

核
不
可
忘　

面
影
思
天
（
９
・一
七
九
四
）

で
あ
る
（
帰
属
率
は
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
＝
〇
％
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
＝

四
九
・
二
一
％
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
＝
五
〇
・
七
八
％
）。
先
の
10
・
二
〇
五
三

番
歌
同
様
、
論
理
の
外
に
置
く
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
は
グ

ル
ー
プ
Ａ
Ｂ
に
比
べ
る
と
同
種
性
が
低
い
よ
う
に
見
え
る
が
（
九
〇
％
以

上
の
帰
属
率
の
歌
が
二
六
〇
／
三
七
三
＝
六
九
・
七
％
）、
グ
ル
ー
プ
Ａ
Ｂ

が
高
す
ぎ
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
も
十
分
良
質
な
グ

ル
ー
プ
と
い
っ
て
よ
い
。
グ
ル
ー
プ
Ｃ
の
帰
属
率
九
〇
％
以
上
の
歌
は
次

表
の
通
り
。

作者等 歌数
略体歌 192
作者不記載歌 40
非略体歌 18
人麻呂作歌 3
福麻呂歌集歌 1
大伴家持 1
古歌集 1
沙弥 1
不審作者 1
作者未詳 1
常陸娘子 1
総計 260

　

当
然
で
は
あ
る
が
、
略
体
歌
が
多
数
を
占
め
る
。
略
体
歌
は
全
一
九
五

首
な
の
で
、
実
に
略
体
歌
の
九
八
・
五
％
が
、
帰
属
率
九
〇
％
以
上
で
グ

ル
ー
プ
Ｃ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
残
る
三
首
も
グ
ル
ー
プ
Ｃ

に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
帰
属
率
は
以
下
の
通
り
。

グループＣ（略体歌タイプの歌）の帰属率
300

250

200

150

0

28 31 27

260

［70%, 80%］ ［80%, 90%］［90%, 100%］［61%, 70%］［51%, 61%］

27

100

50
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玉
桙　

道
不
行
為
有
者　

惻
隠　

此
有
戀　

不
相
（
11
・
二
三
九
三

15
→
八
九
％
）

菅
根
之　

惻
隠　

照
日　

乾
哉
吾
袖　

於
妹
不
相
為
（
12
・
二
八
五

七
16
→
七
二
％
）

山
菅　

乱
戀
耳　

令
為
乍　

不
相
妹
鴨　

年
経
乍
（
11
・
二
四
七
四

15
→
六
五
％
）

　

今
は
、
帰
属
率
九
〇
％
以
上
で
論
を
進
め
て
い
る
た
め
、
こ
の
三
首
は

論
の
対
象
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
が
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
略
体
歌
の

判
定
は
極
め
て
客
観
性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
解
析
結
果
は
、
略
体
歌
タ
イ
プ
の
書
式
が
、『
柿
本
人

麻
呂
歌
集
』
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
Ａ
Ｂ
に
比
べ
る
と
少
数
派
で
は
あ
る
も
の
の
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
の

歌
々
は
万
葉
短
歌
の
代
表
的
な
書
式
と
い
っ
て
よ
い
。『
柿
本
人
麻
呂
歌

集
』
の
書
記
者
を
一
人
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
の
人
物
に
と
っ
て
グ
ル
ー
プ

Ｂ
（
非
略
体
歌
タ
イ
プ
）
の
書
式
と
グ
ル
ー
プ
Ｃ
（
略
体
歌
タ
イ
プ
）
の

書
式
と
は
、そ
の
人
物
の
前
に
選
択
的
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

『
柿
本
人
麻
呂
歌
集
』
の
短
歌
・
全
三
四
五
首
の
内
訳
が
、
グ
ル
ー
プ
Ａ

＝
〇
首
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
＝
一
一
五
首
（
九
〇
％
以
上
＝
九
一
首
）、
グ
ル
ー

プ
Ｃ
＝
二
三
〇
首
（
九
〇
％
以
上
＝
二
一
〇
首
）
で
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
そ
の
人
物
は
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
（
一
字
一
音
表
記
タ
イ
プ
）
を
選
ぶ
こ

と
な
く
、
万
葉
短
歌
の
一
般
的
な
書
式
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
Ｂ
（
非
略
体
歌

タ
イ
プ
）
よ
り
も
、
万
葉
短
歌
全
体
か
ら
見
る
と
少
数
派
の
グ
ル
ー
プ
Ｃ

（
略
体
歌
タ
イ
プ
）
の
書
式
を
採
用
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
選
択
基
準
が
何
で
あ
る
か
は
個
別
の
歌
の
解
釈
や
文
字
の
使
用
状
況

か
ら
類
推
す
る
よ
り
な
い
も
の
の
、
存
外
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
の
蓄
積

が
示
し
て
い
る
と
お
り
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
（
略
体
歌
タ
イ
プ
）
の
歌
々
に
は

既
存
の
歌
が
多
く
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
（
非
略
体
歌
タ
イ
プ
）
の
歌
々
に
は
創

作
歌
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（

9
（

。

　

な
お
、『
柿
本
人
麻
呂
歌
集
』
の
書
記
者
が
複
数
で
あ
っ
た
場
合
、
こ

の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
書
記
者
の
別
を
表
し
て
い
る
か
否
か
、
不
明
で
あ

る
。
と
い
う
よ
り
も
複
数
で
あ
る
と
い
う
仮
定
を
立
て
た
場
合
、
最
大
で

三
四
五
人
の
書
記
者
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
論
理
化
は
不
可

能
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
九
〇
％
以
上
の
帰
属
率
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
Ｃ
（
略
体
歌
タ
イ

プ
）
に
非
略
体
歌
が
十
八
首
含
ま
れ
て
い
る
点
も
、大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

十
八
首
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
。

① 

今
造　

斑
衣
服　

面
影　

吾
尓
所
念　

未
服
友
（
７
・
一
二
九
六

　

14
）

② 
常
之
倍
尓　

夏
冬
徃
哉　

裘　

扇
不
放　

山
住
人
（
９
・
一
六
八
二

　

15　
「
獻
忍
壁
皇
子
歌
」）
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③
金
風　

山
吹
瀬
乃　

響
苗　

天
雲
翔　

鴈
相
鴨
（
９
・
一
七
〇
〇

14　
「
宇
治
河
作
歌
」）

④
妹
當　

茂
苅
音　

夕
霧　

来
鳴
而
過
去　

及
乏
（
９
・
一
七
〇
二

14　
「
獻
弓
削
皇
子
歌
」）

⑤
雲
隠　

鴈
鳴
時　

秋
山　

黄
葉
片
待　

時
者
雖
過
（
９
・
一
七
〇
三

15　
「
獻
弓
削
皇
子
歌
」）

⑥
黒
玉　

夜
霧
立　

衣
手　

高
屋
於　

霏
霺
麻
天
尓
（
９
・
一
七
〇
六

15　
「
舎
人
皇
子
御
歌
」）

⑦
久
方
之　

天
芳
山　

此
夕　

霞
霏
霺　

春
立
下
（
10
・
一
八
一
二

14
）

⑧
朱
羅
引　

色
妙
子　

數
見
者　

人
妻
故　

吾
可
戀
奴
（
10
・
一
九

九
九
16　
「
七
夕
」）

⑨
吾
等
戀　

丹
穂
面　

今
夕
母
可　

天
漢
原　

石
枕
巻
（
10
・
二
〇

〇
三
16　
「
七
夕
」）

⑩
黒
玉　

宵
霧
隠　

遠
鞆　

妹
傳　

速
告
与
（
10
・
二
〇
〇
八
12　

「
七
夕
」）

⑪
天
漢　

水
陰
草　

金
風　

靡
見
者　

時
来
々
（
10
・
二
〇
一
三
13　

「
七
夕
」）

⑫
君
不
相　

久
時　

織
服　

白
栲
衣　

垢
附
麻
弖
尓
（
10
・
二
〇
二
八

15　
「
七
夕
」）

⑬
天
漢　

梶
音
聞　

孫
星　

与
織
女　

今
夕
相
霜
（
10
・
二
〇
二
九

14　
「
七
夕
」）

⑭
秋
去
者　

川
霧
立　

天
川　

河
向
居
而　

戀
夜
多
（
10
・
二
〇
三
〇

15　
「
七
夕
」）

⑮
妻
隠　

矢
野
神
山　

露
霜
尓　

尓
寳
比
始　

散
巻
惜
（
10
・
二
一

七
八
16
）

⑯
朝
露
尓　

染
始　

秋
山
尓　

鍾
礼
莫
零　

在
渡
金
（
10
・
二
一
七
九

15
）

⑰
我
袖
尓　

雹
手
走　

巻
隠　

不
消
有　

妹
為
見
（
10
・
二
三
一
二

14
）

⑱
我
故　

所
云
妹　

高
山　

岑
朝
霧　

過
兼
鴨
（
11
・
二
四
五
五
13
）

　

こ
の
十
八
首
は
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
の
人
麻
呂
歌
集
歌
内
に
お
い
て
、
次
表

の
よ
う
に
分
布
す
る
。

十
八
首
の
分
布

グ
ル
ー
プ
Ｃ

巻

1 21 七

5 5 九

11 28 十

1 131 十
一

0 25 十
二

18 210 計

　

九
〇
％
以
上
帰
属
率
で
グ
ル
ー
プ
Ｃ
に
含
ま
れ
る
非
略
体
歌
は
、
明
ら

か
に
巻
九
と
巻
十
に
偏
在
す
る
。
そ
し
て
、
巻
十
の
十
一
首
中
七
首
は
七

巻十一 巻七
Group 題詞等 歌番号 Group 題詞等 歌番号

B’ 正述心緒 2368 B’ 詠天 1068
B’ 寄物陳思 2415 B 詠雲 1087
B 問答 2508 B 詠山 1092

B 詠河 1100
巻十二 B 詠葉 1118

Group 題詞等 歌番号 B' 行路 1271
C 正述心緒 2841 C 寄衣 1296
C 寄物陳思 2851 C 寄玉 1299
C 羇旅発思 3127 C 寄木 1304

C 寄花 1306
＊ 表中の「B’」は帰属率 90% 未

満のグループＢを示す。
C 寄川 1307
C 寄海 1308

巻十
Group 題詞等 歌番号

C 春雑歌 1012
C 春相聞 1890
B 秋雑歌（七夕） 1996
B 詠花 2094
C 詠黄葉 2178
C 詠雨 2234
C 秋相聞 2239
C 冬雑歌 2312
C 冬相聞 2333

　

巻
七
の
雑
歌
部
と
巻
十
一
と
は
グ
ル
ー
プ
Ｂ
（
非
略
体
歌
グ
ル
ー
プ
）

の
歌
が
冒
頭
歌
に
な
り
や
す
く
、
巻
七
の
譬
喩
歌
部
と
巻
十
二
と
は
、
グ

ル
ー
プ
Ｃ
（
略
体
歌
グ
ル
ー
プ
）
の
歌
が
冒
頭
歌
に
立
ち
や
す
い
傾
向
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
現
象
は
、
単
に
グ
ル
ー
プ
Ｂ
と
グ

ル
ー
プ
Ｃ
と
を
歌
の
内
容
に
合
わ
せ
て
大
雑
把
に
分
類
し
た
結
果
か
も
し

れ
な
い
し
、『
万
葉
集
』
の
編
纂
の
側
の
問
題
に
吸
収
さ
れ
る
か
も
し
れ
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夕
歌
で
あ
る
。
巻
九
の
歌
に
せ
よ
、
巻
十
の
七
夕
歌
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
は

研
究
史
に
お
い
て
積
極
的
に
人
麻
呂
の
自
作
と
さ
れ
て
来
た
歌
々
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
は
、「
非
略
体
歌
は
人
麻
呂
の
自
作
で
あ
り
、

略
体
歌
に
は
そ
う
で
は
な
い
歌
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
考
え
方

を
醸
成
し
て
来
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
い
つ
の
ま
に
か
、「
人
麻
呂
の
自

作
は
非
略
体
歌
で
あ
り
、
人
麻
呂
の
自
作
で
は
な
い
歌
の
多
く
は
略
体
歌

で
あ
る
」
と
変
化
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
た
め
、
巻
九
の
歌
々

や
巻
十
の
七
夕
歌
は
「
人
麻
呂
自
作
だ
か
ら
非
略
体
歌
で
あ
る
」
と
い
う

認
定
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
他
の
歌
々
も
特
徴
的
に
分
布
す
る
。

①　

７
・
一
二
九
六
→
巻
七
譬
喩
歌
の
冒
頭
歌

⑦　

10
・
一
八
一
二
→
巻
十
春
雑
歌
の
冒
頭
歌

⑮　

10
・
二
一
七
八
→
巻
十
秋
雑
歌
中
、
最
大
歌
群
で
あ
る
「
詠
黄
葉
」

の
冒
頭
の
二
首
の
第
一
首

⑯　

10
・
二
一
七
九
→
⑮
の
次
歌
。
巻
十
秋
雑
歌
中
、
最
大
歌
群
で
あ
る

「
詠
黄
葉
」
の
冒
頭
の
二
首
の
第
二
首

⑰　

10
・
二
三
一
二
→
巻
十
冬
雑
歌
の
冒
頭
歌

　

明
ら
か
に
冒
頭
歌
が
多
い
。
巻
九
は
一
首
の
み
で
ま
と
ま
る
歌
も
多
い

た
め
略
す
と
し
て
、
巻
七
、十
、十
一
、十
二
の
中
で
、
人
麻
呂
歌
集
歌
が

歌
群
や
部
立
の
冒
頭
に
立
つ
例
を
一
覧
す
る
と
次
の
通
り
。

巻十一 巻七
Group 題詞等 歌番号 Group 題詞等 歌番号

B’ 正述心緒 2368 B’ 詠天 1068
B’ 寄物陳思 2415 B 詠雲 1087
B 問答 2508 B 詠山 1092

B 詠河 1100
巻十二 B 詠葉 1118

Group 題詞等 歌番号 B' 行路 1271
C 正述心緒 2841 C 寄衣 1296
C 寄物陳思 2851 C 寄玉 1299
C 羇旅発思 3127 C 寄木 1304

C 寄花 1306
＊ 表中の「B’」は帰属率 90% 未

満のグループＢを示す。
C 寄川 1307
C 寄海 1308

巻十
Group 題詞等 歌番号

C 春雑歌 1012
C 春相聞 1890
B 秋雑歌（七夕） 1996
B 詠花 2094
C 詠黄葉 2178
C 詠雨 2234
C 秋相聞 2239
C 冬雑歌 2312
C 冬相聞 2333

　

巻
七
の
雑
歌
部
と
巻
十
一
と
は
グ
ル
ー
プ
Ｂ
（
非
略
体
歌
グ
ル
ー
プ
）

の
歌
が
冒
頭
歌
に
な
り
や
す
く
、
巻
七
の
譬
喩
歌
部
と
巻
十
二
と
は
、
グ

ル
ー
プ
Ｃ
（
略
体
歌
グ
ル
ー
プ
）
の
歌
が
冒
頭
歌
に
立
ち
や
す
い
傾
向
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
現
象
は
、
単
に
グ
ル
ー
プ
Ｂ
と
グ

ル
ー
プ
Ｃ
と
を
歌
の
内
容
に
合
わ
せ
て
大
雑
把
に
分
類
し
た
結
果
か
も
し

れ
な
い
し
、『
万
葉
集
』
の
編
纂
の
側
の
問
題
に
吸
収
さ
れ
る
か
も
し
れ
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な
い
。
ま
た
、
歌
群
の
冒
頭
に
グ
ル
ー
プ
Ｃ
（
略
体
歌
タ
イ
プ
）
の
歌
が

配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
『
柿
本
人
麻
呂
歌
集
』
の
特
徴
で
あ
っ
た
可
能
性

も
否
定
で
き
ま
い
。
さ
ら
に
他
の
考
え
方
も
存
在
し
よ
う
。
こ
の
点
は
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

以
上
、グ
ル
ー
プ
Ｃ
（
略
体
歌
タ
イ
プ
）
の
諸
相
を
見
て
き
た
。
グ
ル
ー

プ
Ａ
Ｂ
も
含
め
て
、『
柿
本
人
麻
呂
歌
集
』
を
中
心
に
、
ま
と
め
る
と
次

の
通
り
。

一　

各
句
の
文
字
数
、
助
詞
、
助
動
詞
の
表
記
の
あ
り
よ
う
を
デ
ー
タ
化

し
、
混
合
正
規
分
布
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
用
い
て
分
析
し
た

結
果
、
各
グ
ル
ー
プ
の
帰
属
率
や
偏
り
か
ら
見
て
、
万
葉
短
歌
の
書

式
は
、
一
字
一
音
表
記
タ
イ
プ
、
非
略
体
歌
タ
イ
プ
、
略
体
歌
タ
イ

プ
の
三
種
に
分
類
可
能
で
あ
る
。

二　

略
体
歌
タ
イ
プ
の
歌
々
は
、
万
葉
短
歌
に
あ
っ
て
特
殊
な
も
の
で
は

な
く
、
他
の
二
種
に
比
べ
る
と
少
数
派
で
は
あ
る
が
、
万
葉
短
歌
に

あ
っ
て
、
一
般
的
な
書
式
で
あ
る
。

三　

人
麻
呂
歌
集
歌
に
非
略
体
歌
タ
イ
プ
、
略
体
歌
タ
イ
プ
の
二
つ
の
書

式
が
存
在
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
分
類
の
内
実
に
は
再

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
は
そ
の
一
つ
の
案
で
あ
る
。

四　

人
麻
呂
歌
集
歌
が
歌
群
や
部
立
の
冒
頭
に
立
つ
時
、
そ
の
歌
は
巻
や

部
立
に
よ
っ
て
特
徴
的
に
分
布
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
意
味
に
つ
い

て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

八　

四
分
類

　

こ
こ
で
、
先
送
り
に
し
て
来
た
四
分
類
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
四
分

類
の
結
果
は
以
下
の
通
り
。

○グループＡ
→一字一音表記タイプのグループ。
○グループＢ１
→非略体歌タイプの訓字主体表記歌のグループ。
○グループＢ２
→非略体歌タイプの訓字主体表記歌のグループ。
○グループＣ
→略体歌的タイプの訓字主体表記歌のグループ。

　

細
か
く
見
れ
ば
歌
の
出
入
り
は
あ
る
も
の
の
、
三
分
類
の
グ
ル
ー
プ
Ｂ

が
二
つ
に
分
割
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）。
そ
し
て
、
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グ
ル
ー
プ
Ｂ
１
と
グ
ル
ー
プ
Ｂ
２
と
の
大
き
な
違
い
の
一
つ
に
、
結
句
の

文
字
数
が
あ
る
。

　

帰
属
率
一
〇
〇
％
の
歌
は
グ
ル
ー
プ
Ｂ
１
で
一
七
二
首
。
グ
ル
ー
プ
Ｂ

２
で
一
六
八
首
で
あ
る
が
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
１
の
結
句
の
文
字
数
は
二
～
三

字
で
あ
る
の
に
対
し
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
２
で
は
六
～
八
字
と
大
き
な
違
い
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
単
に
文
字
数
だ
け
の
問
題
で
は
あ
る
ま
い
。
結
句
は
文

末
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
助
動
詞
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
影
響
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

綜
麻
形
乃　

林
始
乃　

狭
野
榛
能　

衣
尓
著
成　

目
尓
都
久
和
我
勢

（
１
・
一
九
）

虚
蝉
之　

代
者
無
常
跡　

知
物
乎　

秋
風
寒　

思
努
妣
都
流
可
聞

（
３
・
四
六
五
）

白
浪
之　

千
重
来
縁
流　

住
吉
能　

岸
乃
黄
土
粉　

二
寳
比
天
由
香

名
（
６
・
九
三
二
）

沫
雪
尓　

所
落
開
有　

梅
花　

君
之
許
遣
者　

与
曽
倍
弖
牟
可
聞

（
８
・
一
六
四
一
）

山
際
尓　

雪
者
零
管　

然
為
我
二　

此
河
楊
波　

毛
延
尓
家
留
可
聞

（
10
・
一
八
四
八
）

の
よ
う
に
、
訓
字
主
体
表
記
歌
巻
に
結
句
の
一
字
一
音
表
記
が
散
見
す
る

こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
（
こ
こ
に
掲
げ
た
例
は
い
ず
れ
も
、
帰
属
率

一
〇
〇
％
の
グ
ル
ー
プ
Ｂ
２
の
歌
で
あ
る
）。
興
味
深
い
現
象
で
は
あ
る

が（
（1
（

、
本
稿
が
問
題
と
し
て
い
る
歌
の
書
式
と
は
直
接
し
な
い
。

　

万
葉
短
歌
を
そ
の
書
式
か
ら
四
分
類
す
る
こ
と
は
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
を
二

分
割
す
る
こ
と
と
ほ
ぼ
同
意
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
１
と
グ
ル
ー
プ
Ｂ
２

と
の
相
違
は
書
式
と
い
う
面
か
ら
見
て
も
曖
昧
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

万
葉
短
歌
の
書
式
は
、
や
は
り
三
分
類
と
把
握
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

九　

む
す
び

　

以
上
、
万
葉
短
歌
全
体
を
母
集
団
と
し
て
、
そ
の
書
式
が
三
種
類
に
分

類
可
能
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
は
グ
ル
ー
プ
Ａ
（
一
字
一
音
表
記
タ

イ
プ
）、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
（
非
略
体
歌
タ
イ
プ
）、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
（
略
体
歌
タ

イ
プ
）
と
し
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
来
た（

（（
（

。
こ
れ
は
こ
れ
ま

で
の
研
究
史
の
積
み
重
ね
を
統
計
的
に
追
試
験
し
た
も
の
と
い
っ
て
も
よ

い
。

　

ま
た
、帰
属
率
九
〇
％
以
上
の
グ
ル
ー
プ
Ｃ
（
略
体
歌
タ
イ
プ
）
に
は
、

略
体
歌
の
ほ
と
ん
ど
が
含
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
が
略
体
歌
を
括
り

出
し
て
き
た
こ
と
に
客
観
性
を
付
与
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
そ

の
一
方
に
お
い
て
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
非
略
体
歌
や
人
麻
呂
歌
集
歌
以

外
の
歌
々
も
数
多
く
含
ま
れ
、
略
体
歌
的
な
表
記
の
あ
り
よ
う
は
人
麻
呂
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歌
集
歌
の
特
徴
で
は
な
く
、
万
葉
短
歌
の
書
式
の
特
徴
と
し
て
把
握
す
べ

き
こ
と
を
述
べ
た
。そ
の
内
実
を
考
え
る
た
め
に
は
、あ
ら
た
め
て
グ
ル
ー

プ
Ｃ
（
略
体
歌
タ
イ
プ
）
に
属
す
る
略
体
歌
以
外
の
歌
々
を
個
別
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
個
別
論
の
た
め
に
は
、
他
の
テ

キ
ス
ト
（
訳
文
を
含
む
）
や
他
の
基
準
で
の
助
詞
・
助
動
詞
の
認
定
に
よ

る
別
デ
ー
タ
で
の
分
析
結
果
と
の
比
較
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
今

は
全
体
論
の
提
示
に
留
め
置
き
た
い
。

注（
1
）　

掲
げ
た
諸
説
中
、
近
代
以
降
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
単
行
本
の
発

行
年
順
に
記
し
て
い
る
の
で
、
必
ず
し
も
説
の
発
表
順
に
は
な
っ
て
い

な
い
。

（
2
）　

阿
蘇
著
と
稲
岡
著
と
で
は
七
首
ほ
ど
認
定
の
差
異
が
あ
る
が
、
本

稿
で
問
題
と
な
っ
た
歌
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
阿
蘇
著
に
は
分

類
結
果
の
一
覧
が
な
い
た
め
「
七
首
ほ
ど
」
と
幅
を
持
た
せ
て
い
る
。

ま
た
、
人
麻
呂
歌
集
歌
の
範
囲
認
定
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
稲
岡
著
に

従
っ
た
が
、
巻
九
に
つ
い
て
は
一
六
六
七
～
一
六
八
一
番
歌
も
私
に
人

麻
呂
歌
集
歌
と
し
た
。
た
だ
し
こ
れ
ら
を
除
い
て
も
本
稿
の
結
論
に
は

影
響
し
な
い
。

（
3
）　

歌
番
号
の
下
の
数
字
は
、そ
の
歌
の
総
文
字
数
を
示
す
。
以
下
同
。

（
4
）　

底
本
に
は
古
典
索
引
刊
行
会
『
万
葉
集
電
子
総
索
引　

CD
-RO

M

版
』（
塙
書
房
二
〇
〇
九
年
）
を
用
い
た
。

（
5
）　

以
下
、
巻
五
、十
四
～
十
五
、十
七
～
十
八
、二
十
を
一
字
一
音
表

記
歌
巻
と
記
す
。
ま
た
、
巻
十
九
は
、
こ
の
二
種
の
中
間
的
な
存
在
で

あ
る
た
め
、
ど
ち
ら
に
も
含
め
な
い
。

（
6
）　

以
下
、
％
表
記
は
そ
の
一
桁
下
の
数
値
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
。

（
7
）　

な
お
、
助
詞
、
助
動
詞
の
認
定
は
全
て
古
典
索
引
刊
行
会
『
万
葉

集
電
子
総
索
引　

CD
-RO

M

版
』（
塙
書
房
二
〇
〇
九
年
）
に
従
っ
た
。

（
8
）　

混
合
正
規
分
布
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
つ
い
て
は
中
村
永
友

氏
著
・
金
明
哲
氏
編
集
『
多
次
元
デ
ー
タ
解
析
法
（
Ｒ
で
学
ぶ
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
２
）』（
共
立
出
版
二
〇
〇
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）　

こ
の
点
は
別
稿
に
期
し
た
い
。

（
10
）　

こ
の
現
象
に
つ
い
て
、
結
句
を
大
勢
で
唱
和
す
る
た
め
な
ど
と
考

え
た
こ
と
も
あ
る
が
、
今
は
現
象
の
指
摘
に
留
め
る
。

（
11
）　

こ
の
三
種
類
の
書
式
の
名
称
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
価
値
や
評

価
を
含
む
も
の
で
は
な
く
、
名
称
に
よ
る
先
入
観
が
発
生
し
な
い
た
め

に
も
可
能
な
限
り
フ
ラ
ッ
ト
な
も
の
が
定
着
す
る
こ
と
を
望
む
。ま
た
、

念
の
た
め
に
記
せ
ば
、
本
稿
で
用
い
た
名
称
が
フ
ラ
ッ
ト
な
そ
れ
で
あ

る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
も
そ
も
実
際
に
全
く
価
値
判

断
を
含
ま
な
い
名
称
が
あ
る
か
ど
う
か
、
疑
問
で
あ
る
。
本
稿
が
用
い
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た
名
称
に
し
て
も
、
本
稿
の
記
述
に
沿
っ
て
Ａ
～
Ｃ
と
し
た
も
の
で
あ

る
た
め
、個
人
的
な
論
の
進
め
や
す
さ
を
含
み
持
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

（
む
ら
た　

み
ぎ
ふ
み
／
本
学
教
授
）

（
か
わ
の　

し
ゅ
う
い
ち
／
電
気
通
信
大
学
准
教
授
）


